






























1.研究目的 

既往に自然流産あるいは人工中絶歴を有する婦人における,今回妊娠・分娩及び新生児の予

後が,そのような既往歴を全くもたない初妊初産婦と比較して,どのような点が異なり,い

かなる異常を起こし易いかについては,産科臨床上重要な検討課題である。 

そこで,自然流産ならびに人工中絶の既往の全くない婦人を対照として,これらの既往が今

回の妊娠・分娩・新生児の予後に与える影響について統計的に分析した。 

また,既往の異常妊娠・分娩として,今回は子宮外妊娠・死産・骨盤位・弛緩出血なども取

り上げた。更にまた常位胎盤早期剥離(以下早剥).年令,妊娠中毒症糖尿病などについても

若干の分析を試みた。 


